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　貴塚茂樹教授は「古代地響；園」（1958，97頁以下）および「世界の歴史」第1巻（中央

公論社，／960，86賛以下）の中で，中圏殿時代の墓の底につくられた四望から犬や犬を

つれた武装兵士の骨が出土したことについてのべ，犬が主入とともに葬られたのは，現

世でもっとも主入に忠実な家畜であった犬に死後の世界で主人をわるい霊からまもらせ

るため，または黄泉に主人の魂をみちびかせるためと解釈している。

　また井本英一氏は「Videvdat　8．1－19の濫解」　（広鳥大学文学部紀要第22巻3暑，

1963，26！頁一286頁）の中で，霜代イランを申心として，死者の葬送と犬との密接な関

係，とくに犬と穀物霊との関係を撃墜に論じている。古代阿南や古代イランと岡様，古

代エジプト人の間でも，死者の埋葬に犬が重要な役罰を果していたようである6このこ

とは犬神の儒仰から推定される。

　エジプトの神々の名はほとんどすべて埋葬文書Fu1ユerary　Texts（ピラミッド・テキ

スト，コフィン・テキスト，死者の書など）にでてくる。しかし，これはエジプト人が

現世と来徴との聞に開確な1線を画していない結果であって，これらの多くの神々が冥

界，または死著の埋葬ととくに深い開係をもっていたということにはならない。もちろ

んXジプトでは神々の闘に混濤が盛んで，時代がさがればさがるほど，各神々の属性は

複雑となり，神々の中にはその属盤の一つとして，冥界に特有の何らかの役割を果すよ

うになったものも少なくない。しかし，本来的に死者の神であったかどうかという点に

なると疑わしいものが多い。

　例えば死者の書の挿絵にみられるオシリスの裁≧囲の図にはオシリス，マアト，トト，

アヌゥビスの諸神がえがかれている。オシリスの立姿の前に天秤がおかれ，犬神アヌゥ

ビスは裁綱宮オシリスの命で天秤を操作しているようにみられる。秤の一方の翻には死

者の心臓（または死者良身）がのせられ，他方には真理の女神マアト（またはその象徴

の羽毛）がのせられている。知識の神トトは傍で測定の結果を記帳している。このよう

に冥界の入口で重要な役割を果している神々といえども，その活動がとくに死者と闘係
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が深いとはいえない。マア1・は真環の女神として，「真理」の追求される場所にはいず

こにも歩合わせなければならない。知識の神トトの活動も綱様に冥界にはかぎられな

い。オシリス神も例外ではない。この神は死者の王，冥界の裁≧図官であると岡時に，（宇

宙をすべる）大神，またナ4ルの神，穀物の神としては，必ずしもその活動が冥界にか

ぎられていない。

　しかし，オシリスが王朝時代を通じて，死者ときわめて密接な関係にあったことはい

なめない。神々の系譜によれば，オシリスは王の化身であるホルス（タカ）神の父，す

なわち物故せる先王で，また死者の王，西方1）にすむ第一の者である。オシ弓ス神話に

したがって，代々の王は死後ひとしくオシリスとなると考えられ，この風はしだいに一

般人にも摸倣きれて，申王国時代にはすでに王族以外のものも死後オシリス神となって

神々の永遠の徴界に入りうると考えられるようになり，きらに死者の書のつくられた新

王国聖代には，オシリス自身の裁判をうけて，誰彼の別なくオシリス神となるという思

想が普及した。中幸贋以降聴聞にはオシリス儒仰が盛んで，聖地アビドスには巡礼があ

とをたたず，この神をたよりとしてこの地に亮者の供養碑が無数にたてられたのも理繊

のないことではないQ

　こう見てくるなら，エジプトの神々の中でオシリス神ほど死者にとって重要な神はな

かったようにおもわれる。民聞信仰に闘するかぎり，中王圏以降は事実そうであった。

しかし，この神とても本来死者の神，冥界の主であったかどうかは疑わしい。筆者はこ

の神がエジプトでは比較的新らしい神，すなわち古王国聖代の半にエジプトに入った外

来の神であるという説にはくみしないけれども，この神が先王朝聴代から死者の神とし

て儒仰されていたかどうかには疑いをもつ。なぜなら，オシリスは文献にまず死後の

「王」，死者のFEIEjとして現われるからである。最初から注臼　（nsw）という概念と

むすびついていることは，ナ4ルの谷聞にいまだ王の存在しなかった先王朝旦代には，

このような神，つまt）「死者の王としてのオシリス神」は存在しなかった筈だからであ

る。

　それならばエジプトで本来死者の神，冥界の主は何という神であったろうか。先覚，

たとえばブレステッドなど2）も指摘しているように，それは，上記オシリスの裁判の図

の中で説明を残してきた犬神アヌゥビスであったと考えられる。王朝壁代の初めオシリ

ス神によって冥界の主の座を奪われてのち，この神はオシリス神につかえる冥界の1柱

の神に君んじる。新王国時代の死者の書の挿絵や墳墓の壁画によれば「天秤を計るも

の」，「ミ4ラをつくるもの」として描かれ，死者の書の文中にももっぱら死者の保護者
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として記されている。神々の混濤がはげしく，タカ神はファラオ（王）の化身として，

また甲虫（ケプリ）神は太陽神と結合して，はなばなしい神の座をえたのに対して，こ

の犬神アヌゥビスは，珍らしく他の神々と混濡することも少なく，一翼して冥界にあっ

て地味な役調を果す。このような点にこそ，本来死者の神であったアヌゥビスの真の姿

が反映しているのではあるまいか。オシリス神話の申で，アヌゥビスはオシリスのミイ

ラをつくる役をつとめている。このようなところにも，冥界の神としてアヌゥビスの方

がオシリスよりも古いことが，象徴的にあらわきれてはいまいか。

　パレルモ・ストンでは，第麦王朝の？王の治世？年の欄に，「ホルスの崇揮」という

言葉とならんで，「アヌゥビスの誕生」という文字が刻まれている。これが儀式の名と

考えられる以外，内容は不明であるが，アヌゥビスが非常に露い神の1柱であることの

証左になる。

　またピラミッド・テキストでは，「王の与える供物，アヌゥビスの与える供物」（Pyr．

806）という言葉にみられるように，Mとならんで死者に供物を与える役割を果してお

り，またしばしばアヌゥどスと岡形のヒエUグリフ（「腹ばう犬」の姿3））が「西方に

すむ第1の者（麺ty・irnntyw）」（Pyr・745　a他），つまり「冥界の主」という語の決

定詞にもちいられている。アヌゥビスの名と「西方にすむ第1のもの」という名といず

れが古いにせよ，エジプトの死者の神は本来「腹ばう姿であらわされる犬神」であった

と結論してよろしいであろう。オシリスがおなじく西方にすむ第1の者とよばれるよう

になったのはのちのことで，この座をオシリスがアヌゥビスから奪ったものと考えられ

る。

　ピラミッド・テキストではこの犬の坐姿の他に「旗竿の上に立つ犬」のヒエログリフ

がみられる。これはウェブワウェト（WPWiwt）とよばれる神である。この神の名は

「道を開く」という意味である。中王国時代にはアヌゥビス神との聞に混濡がおこり，

死者の神となり，「墓所の主」とよばれている。「遵を開く」といういみからすると，い

かにも死者の先達として，本来的に死者の神であったようにとられやすいが，この点は

疑わしい。なぜなら，エジプト第1王朝建設の記念碑と考えられるナルメルのパレット

（表面）では，この立姿の犬をのせた旗竿が，他の3本の旗竿とともに，王の討征の先

導をつとめているからである。この神は本来生前の王のために進路を示す神ではなかっ

たか。いずれにしてもこのウェブワウェト神と薫との関係は緊密であったようで，ピラ

ミッド・テキストの中ではしばしば，オシリス神醐様に，この神の名が三｝11iXiと醐格に用

いられている。
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　あ　と　が　き

　　この小稿は本誌蔚屠の中原勢茂九郎先生退齢己念暦に寄稿するつもりで，期麟切迫のなかを

　急いでまとめたものですが，ついにまにあわず，本・駅こ一しかも当初執簗のままで一掲載

　をおねがいすることとなりました。先生に献ずるきもちのいまもかわらないことを，ここに付

　記いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者は関酋大学助教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註

1）　エジプト人は天の一角，もしくは西方を死者のいこう永還の遮と溝えていた。

2）　∫．H。　Breat　sted：Developmen七〇f　Religion　and　Thought　in　Ancient　Egypも，1912，

　　　　　　　　P，100．また」．Cernチ：AIIciellt　Egy2七ian　Religion，1952，　P．22参照。

3）　また「塔門風の建物の上に腹ばう犬」の形もある。この建働が，棺または墓をあらわすと

すれば，犬神は死蕎の上に腹ばいになって，死蕎の・書にのべられているように「死鷺を保護す

る者」にふさわしい姿勢である。また古王曖の一例として，儀別席の翫具騰にかかれたアヌゥ

ビスのヒエログリフが残存している。これでは頭部が黄色に，形式化された体は茶色にかか

れ，隣から舌をだしている。これらのヒエログljフの発費はいずれもinpW，語義は：不関であ

る。アヌゥビスAnublSはギリシア名にもとつく近代ヨーロッパ語の名である。
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